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　現在、メディア接触が子どもや保護者におよぼす影響、メ
ディアを読み解く力などを高めるための教育プログラムの内
容やその効果、図書館を含む子どもや保護者のメディア環境
の現状と課題を調べ、メディア環境の整備のための取り組み
の検討などを行っています。
　研究対象となるメディアは活字メディア、映像メディア、
電子メディアなどを広く含んでいます。活字メディアとして
は、図書、新聞、マンガなど、映像、電子メディアとしては、

テレビゲーム、テレビ、インターネットなどが含まれます。
また、メディアの影響の内容としては、学力的側面と対人的・
心理的側面について広く検討しています。メディア環境の評
価については、学生の関心が高いテーマでもあり、公共図書館、
学校図書館の活用などについて調べています。
　最近は、特に広告に注目しており、広告の特徴の国際比較
や広告の影響、広告を含むメディアを読み解く力を高める教
育プログラムの開発を進めています。

　研究成果については、学会、論文や本の執筆を通して社会
に発信するとともに、講習会や研修などを通して、最新の研
究成果などを説明しています。また、公共図書館や学校で子
どもを対象とした活動を行う機会があり、このような実践に
メディア分析、メディアの影響、メディア教育の研究の成果
を活かせるようにと考え、取り組んでいます。

　日常生活のなかで、さまざまなメディアに接触したり活用
したりする機会があると思います。このようなメディアがど
のような特徴のある情報を提供しているのか、また、どのよ
うな影響を及ぼすのか、メディアを有効に利用していくには
どうしたらよいのか、図書館などのメディア環境をより充実
させていくにはどのようにしたらよいのかなど、興味深い研
究テーマがたくさんあります。ぜひこのようなメディアにつ
いての研究に取り組んでみてください。


